
≪園での様子≫  こあらぐみ (0 歳児クラス)記・堀 純子 

保育園での生活リズムが整い、遊ぶ、食べる、眠るの生活が定着

してきています。遊びは保育士が積み木を高く積み上げると、は

いはいでトコトコ来て「ガッシャ—ン！」と壊すことが大好き。

エンドレスで楽しんでいます。いっぱい遊んだ後は大きなお口を

開けて、給食をとても上手にもぐもぐして美味しそうに食べてい

ます。お腹がいっぱいになったらお昼寝タイム。スヤスヤ眠る姿

は、可愛くて、癒されます。10 月から 2 人のお友だちが仲間入

りしこあらぐみ 5 人になります。これから益々楽しみです。 

 ぱんだぐみ (1 歳児クラス)記・平山暁子 

ズボンを「よいしょ‼」と脱いだり、履けるように頑張っている

ぱんだぐみさん。最近では、自分のエプロンを出し入れすること

もできるようになってきました。少しずつ、一つずつの積み重ね

です。出来ることが増え、自信に繋がるといいな、と願いながら

スッテプアップを目指しています。また、自然に触れる良い季節 

お散歩に出かける前の身支度も楽しみたいと思います。靴下や靴

を履く練習、ご家庭でも是非  

 うさぎぐみ （2 歳児クラス）記・頼住美津子 

楽しかった夏も終わり、すっかり秋めいてきました。進級して 6

ヶ月が経とうとしています。子どもたちは心も体も成長し、すっ

かりお兄さん、お姉さんになっています。お話しも上手になり 

「一緒に遊ぼう」とお友だちを誘う姿も多く見られるようになり

ました。10 月からはお友だちが一人増えます。更にお友だちと 

一緒に何かをする楽しさを味わえるように過ごしていきたいと

思います。 
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 10 月の行事予定    

日 月 火 水 木 金 土 
     1 2 
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身体測定 
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19 
避難訓練 

20 
誕生会 
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土曜保育 

申込締切 
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関口フェルマータ小規模保育園 

 お知らせ・お願い    

●かごの中の衣類のチェックを定期的

にしてください。衣替えの時期では

ありますが、保育室では、まだ半袖の

方が過ごしやすいので、衣替えをさ

れる際には半袖を残しておいてくだ

さい。 

●引き渡し訓練について 

 11 月 12 日(金)に予定しています。 

 お忙しいとは思いますが、ご参加を

お願い致します。詳細は後日、おたよ

りにてお知らせいたします。 

●お休みの日は、ゆっくり休息させて

あげましょう！ 

休日明け、何だか疲れた様子の子が

います。これから、また、感染症の流

行する時期なので、心と体をしっか

り休めて対策しましょう。 

「暑さ寒さも彼岸まで」とは、本当によく言ったものですよね。朝晩に冷え込む日が出てきたり、日中は心地よい風が吹いて 秋 を感じる季節に

なりました。猛暑やコロナ禍で大好きなお散歩になかなか出られない日々が続きましたが 9 月後半には園周辺の散歩に出かけることもでき、これ

から季節の移り変わりを五感で感じ、思いっきりみんなで楽しんでいきたいと思います。10 月から新しいお友だちが 3 名入園します。うさぎ組(2

歳児クラス)1 名.。こあら組（0 歳児クラス）2 名。総勢 19 名になります。どんな反応・変化があるか、とても楽しみです。そして、その先の成

長に期待です。延長された緊急事態宣言が 10 月から全面解除となり、規制が緩和されますが気は緩めることなく過ごし、変わらず感染対策を徹底

して行っていきたいと思いますので、保護者の皆様にも、引き続き、ご理解・ご協力をお願い致します。 

発行者：社会福祉法人愛和 関口フェルマータ小規模保育園  
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★ 「大人と絵本」（6） いつも心の中で“○○○○”していませんか？ 

 

そして、とうとう何もあげることができなくなったりんごの木は、どこか寂

しそうです。長い年月が過ぎ、少年も年老いた老人になっていました。老人が

そんなりんごの木を見て話します。 

「私はもう何もいりません。ただ、少しこの場で休みたい。」 

それを聞いたりんごの木は、「では、最後に残った自分の切り株に腰掛けて」

と、勧めるのでした。老人がそれに腰を下ろすと、りんごの木は、また幸せな

気持ちに包まれました。ここで物語は終わります。 

 前回、「与える」という意味が、大人と子供で違うかもしれない？とお話し

しました。りんごの木はもう十分に与えたのだから、あげる物がなくとも、ガ

ッカリしなくいい？切り株も、空腹を満たした「りんごの実」、お金になった

「木の幹や枝」と同じ価値？こんな事が自然と思い浮かびませんでしたか？ 

QR コードを読み込むと、

HP の「お知らせ」でも、

おたよりを見ることができ

ます！ 

今月のうた 

まつぼっくり・どんぐりころころ 


